


    
    


    




    どうやって読むか
    さあ、どこから読もうか。



はじめのヒントになるのが、ホーム画面です。



http://p.booklog.jp/



いきなりお金を払って読む、ありがたいお方もいるかとは思いますが、



まずは、無料でなんとかできるものにしますよね。



すると、目につくのが、



公式の絵本です。



ブクログのパブー；

http://p.booklog.jp/book/444



カテゴリ：童話・絵本のランキングに載っています。



わずか、10頁の絵本ですが、





なごむイラストで、暖かい動物村？のエピソードについて



書かれています。



たった10頁で、何を扱っているかと驚くなかれ。



ぜひ、読んでみてください。



登録して本を書く基本について学べます。







    作家さんの本をどう選ぶ？
    公式の絵本を読んだら、



今度は、他の作家さんの本を読んでみましょう。



テーマは無料で読める本です。



ホーム画面を見ると、



おすすめピックアップ



最近売れた本



人気本



新着本



カテゴリ：漫画



カテゴリ：童話・絵本



カテゴリ：純文学



あなたへのおすすめの本





と並んでいます。（2011年1月25日仕様）





見てみると、カテゴリー分けでは娯楽系のものしかなく、



実際の画面には、様々な他ジャンルのものもあります。





あなたへのおすすめの本



などという、謎めいた分類は、このさい、放置して（←おい）



適当にアタリをつけて読んでみましょう。



ちなみに、私の専門は、



ビジネス書、しかも、そのうちの自己啓発です。



あと、ファンタジーも専門です。



なもんで、絵本を選んでみました。



もとはひとつの大きなパン

http://p.booklog.jp/book/1140



字が大きくて、イラストが北欧っぽくて、いいですね、こういう本。



電子同人誌みたいな作品が散見される中（←ちょっとさみしい）、



作品のグレードが高そうです。



読んでみたら、メッセージ性よりも、イラスト力の方が立っている気がしました。



気に入ったので、感想コメントを残します。







    あなたへのおすすめの本
    先ほど、絵本を読んだところ、



「あなたへのおすすめの本」



のセレクトが変わりました。



どうやら、本をクリックするたびに、



セレクトが変わるようです（←当然です）。





今度は、このジャンルから本を一冊選びます。



うらみち　ほそみち　とおりみち

http://p.booklog.jp/book/8960



イラスト力、その中でも色彩力がすごい。



絵本ってこんなに楽しかったんだ・・・





さっそく感想を書き込みます。





次に、「人気本」を読んでみます。



7冊の本があげられている中で、



5冊の本が無料です。



読者の人たちと言っても、



読むのは、無料の本が多いということでしょう。



No.1だった



メキシコサラマンダー・ウパオ

http://p.booklog.jp/book/19056



をセレクト。



リリー・フランキーさんを思わせる



脱力系の内容に



わけのわからないユーモアが



癒しを与えてくれます。



感想を・・・





ちなみに、感想を書くときは、基本5つ星です。



理由は、楽しいと思ったときしか感想を書かないからです。



そして、次の読者のヒントになるようなことを書くようにしています。







    小説を読んでみた
    今度は、カテゴリ分類の純文学を選んでみました。



頭を打ったのは七つのときだった

http://p.booklog.jp/book/5394



一ページあたりの活字量が多いですね。



読むのが大変でした・・・



内容ですが、コメントできず・・・。



一つ言えるのは、この作品に限らないのですが、



小説系は読みにくさが改善されるといいな・・・ってことですね。



中身がすべて活字な分、



表紙画像と、タイトルづけがすべてに優先する気がします・・・







もう一作品。



たまご（完全版）

http://p.booklog.jp/book/6611



改行が多い分、さきほどの作品よりぐんと読みやすくなっています。



紙の本ではなかなかありえませんが、



電子書籍だとありがたいかも・・・



3頁と4頁の文章量が違うのに、



同じ一ページとしてまとまっているあたりが、



パブーの良いところでもあり、



読者にとっては未体験ゾーンですね。



32頁という文章量を、WEB頁でよむのはちょっと辛い。



PDFデータで開いて読んでみました・・・





あれ？



頁数と印刷枚数が違う。



同じ1頁なのに、2枚にわたっている頁が散見される・・・



つまり、データとしておかしくなくても、



PDFにしてみた時に、違和感が出てくるかもしれませんね・・・



パブー作者の方々は、これで遊んでみるのも面白いかも・・・









    写真集
    写真集でも探してみようか・・・





今度は検索で。



ホーム画面の右上あたりに、作品検索があります。



ここをクリック、次画面で、



キーワードを入れ、検索をクリック。





あ、ハリネズミの写真集がありました・・・



可愛いです・・・



ハリソン　・　ハリネズミ写真集　

http://p.booklog.jp/book/637



最後で、ちょっぴり悲しくなってしまいました・・・



感想を入れます・・・





写真集が、ただで読めるのはちょっと変な感じがします。



というのは、紙の写真集って高いものが多いですよね。



経費がかかるから、値段に反映されてるわけですが、



データだと経費が低くなる分、便利ですね。



オシャレでした。







    検索　その２
    今度は検索キーワードで、「恋愛」を。



理由は、たくさんの本が出てるジャンルだからです。



たまたま選んでみたのはこれ。



全力のハクア

http://p.booklog.jp/book/6594





この作品は1頁当たりの文章量が断然多いです。



紙の本なら、ちょっと長すぎます・・・



電子書籍としてなら、変ではないです・・・



パブーで、一頁あたりの文章量が



こんなにも違うのは遊べますね！！！





内容ですか・・・



活字が多すぎて断念しました、ゴメンナサイ！！！



日ごろ、ブログなどを読み慣れ過ぎているもので、



私の電子読解力が低いのです・・・ああ。



面白そうな作品ですが、



読むのに体力が要りそうですね・・・







    作家検索を・・・
    「作家検索」をクリックしてみると・・・





いきなり現れるのは、



人気順の作家ランキングです・・・



いろんな方がいるんですね・・・



本作成数順や、



デビュー日順！もあって、



かなり面白いです。



勉強になります・・・





どんな本を書いているかは、作家名か、肖像画像をクリック、



これは普通ですが、



この人の本棚を選ぶと、



なんと、どんな本を実際に読んだのかわかってしまうようです！！！





これはうれしくもあり、恥ずかしくもありますね！！



人様の本棚を見るのは、興味津津ですが、



自分の本棚を見られるのは、ものすごく恥ずかしい。



何をダウンロードするかの基準の一つになってしまうかもしれません・・・・・・







    有料本って？
    さてさて、無料本ばかり勝手に紹介してきましたが、



お賽銭も欲しい作家さん達（＝私もです）が



扱っている、有料本市場。





ホーム画面上の方にある



「有料」



をクリックすると、



有料本ランキングに飛べます！！！





今回は、自腹を切って本を紹介しましょう！！！



というテーマではないのですが、



有料本だけに皆さま気合いが入っています・・・



そして、値段のついている本だけに、



プロ作家さんも加わっていて、



面白いです・・・





値段は50円から数百円あたりが中心価格帯でしょうか・・・



あ、安いので10円がありました・・・



紙の本に比べて、お値段がお買い得なのがうれしいですね・・・



電子書籍リーダーを持っていたら、



買いまくるのもありですね・・・





というわけで、この本もおしまいです。



続編はあるのか？？？謎です。





最後までお付き合いいただき、感謝致します。





なお、文章量が短いのは、「狙って」です。



電子書籍が苦手な人でも完全読破できますように・・・





後ですね、個人的な感想を書いているところがありますが、



これは一読者の勝手なコメントでして、



パブーの読者の皆様が増えてくれることだけを願っていますので・・・



辛口だったとしたら、ごめんなさい。
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